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はしがき

昭和 41年度から農林省は熱帯等の農業に関する試験研究を推進するため，在外研究員の派遣をはじ

めとして，海外調査，資料収集，広報活動，研究交流等を行なってきたが，昭和 45年 6月， これらの

事業の中核機関として「熱帯農業研究セソター」か発足した。

本書は，熱帯等の地域における畑作の現況とそれに関連した試験研究の実態を把握するため， フィリ

ピンおよびイソドネ、／アについて現地調査を実施した報告書である。本調脊は，これらの国におけると

うもろこし作の現況の調壺に重点を置き，たまたまフィリピンで行なわれていた第7回アジアとうもろ

こし改良会議に出席した各国代表とも意見を交換した。

本調査報告が今後熱帯等の農業に関する試験研究推進の指針となれば幸いである C

なお，本調在を行なった東北農業試験場栽培第 2部作物第 6研究室岩田文男主任研究官および本調査

にあたってご協力を頂いた各位に対し，謝意を表したい。

昭和 46年 8月

熱帯農業研究センター所長

山 田 登
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本調査は熱帯農業研究センターの在外研究員派直計画の一環として］これまで長期在外研究員の派遣

が行なわれていなかったフィリヒ/(The International Rice Research Institute を除く）

びイントネシア両国における畑作関係の在外研究実庇の可能性をみる目的で行なわれた。

両国の試験研究事情は既に 19 6 7年に瀕古氏らによって総括的に調査されており，またイントネ／

アの Central Research Institute for Agricultureについては海外技術協力事業団が研究協力

チ ム派遣の立場から 19 6 9年に星出氏ら， 19 7 0年には岩田氏らを派遣して，詳細に調査している C

そこで今回はそれらの資料にもとずき，在外研究実施の可能性の大きいと考えられるフィリピン大学農

フィリピン植物産業局所属の有力農業試験場およびイントネシアの Central Research 

Institute for Agricultureについて，在外研究員受入れの能否を打診し，具体的な研究課題の協議

を行なうこととした。

本調査は 4週間の調奔期間のうち 1週間を The7th Inter-Asian Corn Improvement Work 

--shop出席にさかれ，実質 3週間で2カ国の調査をしなければならなかったこと，単身であったこと，

およびフィリピン滞在中におきた警官隊と学生の衝突によって Manila-Los Ba石OS 間の交通が遮
断され，植物産業局関係の研究機関は現地を訪問することができず， Manilaにおける事情聴取と資料

調在にとどまらざるをえなかったことなどにより極めて不完全なものとなったが，本調資が両国におけ

る在外研究実施の足がかりとなることを希望して， ここにその概要を報告する。

なお本報告には東南アジアのとうもろこし研究の現状とフィリピン・インドネシアのとうもろこし栽

培事情を理解していただくために， 19 7 1年 1月 ll日から 1週間に亘ってフィリピン大学農学部で行

なわれた The 7th Inter-Asian Corn Improvement改 Workshopの概要および両国のと

うもろこし地域の見学記を附記した。

終わりに，本調査にあたってご協力を頂いたフィリピソおよびイントネソア両国の関係者，日本大使

館，海外技術協力事業団， lVIitsugoro誌よび熱帯農業研究センター関係者に厚くお礼申上げる a

畑作関係試験研究事情報告

I 調査目的，期間および調査者

フィリピソおよびイントネシアの畑作関係試験研究機関における在外研究の可能性について判断す

るため，相手機関の在外研究員の受入れの能否，研究課題，現地の研究および生活環境について調査

した。

期間 昭和 46年 1月8日から同年 2月4日まで (28日間）。

調査者 東北農業試験場栽培第 2部作物第 6研究室主任研究官 岩田文男。

ll 調査結果

1. フィリピン国

(1) フィリヒン大学農学部 (UPCA')

of the Philippines, College of Agriculture, Laguna 
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UPCAは Manilaより南東 70畑に位置し，広い敷地に Ford財団の

援助で新しい建物がゆったりと建っているぐキャンパス内には The Internationsl Rice 

Research Institute もある静かな大学である。実験設備は質• 最とも貧弱てあり，

も講師以上は l研究室 2ないし 3名程度で， l9 6 7年の顔古氏らの調査時点からだきな進歩は

られないようである。これをおぎなうためアメリカから Visiting Pい）fessorか旅遺

究指導に当っている、｝

UPC八のとうもろこし研究は Intensified Corn Production Programのもとに育種，

，生理，病虫害など広い分野に亘って行なわれており，育種部門では植物産業局農業試験場

よび各大学との共同研究として; 高収怨耐病性品種の育成に力を入れているぐ Intensi『i臼

Corn Prod1.:ct ion Pro望ramはフ，ィリピンにおけるとうもろこし増産を目的に，

て各地］大学や植物産業局などの農業諸機関の協力と 八ational

Council の資金援助の下に l9 6 6年に発足し， l9 7 0年に

! スを含ひ組織に発展しアこと〗色ろこしを中心とした畑作物研究恥 J: び生産推進グ：機関

活動内容としては。①とうもろこし研究者稔技術音および農民リ．ーダーの養成，② と

C) 育稲，品種近応試験ぉ J:: ひ肥料試験の実旅，③種子検査と優良種子の生産 i',o よ~ び

成果の普及の 4項目があげられている e

施についての交渉概要 『Pぐ八

Intensified Coen『Y'(ぅductionPを"Of;l'amの

訪ね，熟帯嬰茅枡究ふンターを紹介し' 3回 (l月1l , 

研究に関して在外研完雫腕の能否および研究課題を協議した Q

Dr. Cs1-angal の育種研究室では IntensifiedCorn Pcoduction 

とし文□高収寮酎病性品種の育成に力を入iしており，
ピンこ応けるとう tろこし主要病害の l<'-'である
(C〕liJtinous 

UPCAの概況
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農学部長 F. T. 0『ilio氏不在のため，

Director D:・ 
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品樟 22) も含ま！しているとのこと

n,ildew 択抗性品種百咬に関して協力研究の可能性を協

ンに記げるとうも/こ［、官種研究の最て重要な課題であり i

本の専門家との協力砧完は大い tこ歓辺するとの四笞がえられたが，詞

n遅れてし、る灌襲収蔓および調整過程の研究音汀門についても援助し

れた C flヽ 詑詳細につい文は農学部長と相談のうえ，熱帯

これまでに 8品種を
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成

対
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(BPI) 

Bureau of Plant :¥『:1nila 

BPI所属試験研究機関の概況 -ィリピ/の は 10 分けられ，各地域には

directorが配属されている。 BPI所属の試験研究機関は

Farmを合せて 27あり，それらは各地区の Regionaldirectorの管轄下におかれている。

の主要メンハ—, Regional director , 各試験場の位置および主要研究対象作物を表

1および図 1に示した Q

場と紐ed
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在外研究実施についての交渉概要 ~、［月 2 1日松―下

c:urandan旦壬含店間したが同氏不在のため？

Staticn、9

同行で

の B.s 

co  

能戸

の受入れを歓迎唸ること，

協力を惜しまないと好息ある回答が得られた c

しかし， I¥PI関係試験場の .AnnualReport 、よび試験喜宮内によると，研究＇，• ヘハおよ

は先きに調査した UPCAよりも格段と劣っているようであり，大部分の湯所は生

も良好であるとはいえない。また．＂水稲は IRHI, とうもろごしはていCl¥が BPI所属

の各試験場と連絡して研究を進めていることから， BPI所属の試験湯ぐ在外研究を行なう場

は，これら 2作物以外を研究対象に選ぶのが得策であると

以上のことを考慮して，在外研究実施候補地を選へは

Stationがあげられる" Baguioは Manilaの北方 25 0証（ジニットで約 30分），松

林のきれいな 1,50 0 mの高地にあるフィリビンの代表的避暑地で人口 5万の都市である。この

地方は高冷地菌芸が盛んであることから試験湯における研究は温帯性そ菜および果樹の導入を中

に若干の栽培試験が行なわれている。ただし表 2に示したように 19 7 0年度の試験成績概要

からみて，研究レベルは決して高いものとはいえない。

の

いて協議し

ど

両氏

た研芍吋象作物お

巨1匹
mJ竺，

CastiUo氏

氏に会し；熟嘗農業

所 な

e ,.,, 

分野に いても最大限

られる。
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DINGRAS EXPERIMENT STATION 

らAi,UIOEXPERIMENT .srnT,oN 

RICE RESEARCH AND 
CENTER 

TANAY SEED FA~M -_, 

CENTRAL EXPT. STATION 

LIPA EXPT, STATION 

LE(i-END 

CA(lAYAN VALLEY RICE AND CORN 
EXPERIMENT STATION 

LUZON I. 

BICOL A BACA EXPT. STATION 

ARDMAN EXPT. STATION , " 

ーしTUPl SEED FARM 
KのAPAWANSEED FARM 

吟 ion1 

ローニ疇疇圃琵雪響亡］．
図 1 EXi'EltIME>JT STA'l'lON AND SEJ汎） い訊MS

Bureau of Plant Industry 

-4-



干，誓uio におけ

1 9 7 0年度主要試験項目

cauliflower,. 
onion, 

r.est on snap beans 
of different Irish 

(Burerrn of Plant Industry, Annual lleport, ,July l, 1969 to J1醗闊 1Q70)

Experiment Station 

面績 43. 5 ha, 施設は

圃湯員宿舎(1)であるが，瀬古氏らの

はないようである。

の人員はスタッフ 15名，圃場員 30名

凶書兼実験室(]),

によると実験室の態をなした研究施設

注; !3uguio Agricultural Experiment Station は前述した理由により見学することができなかったの

で M血 Ila D BPI Office VCおいて聴取および資料調査した範囲reふいて記述した。

(]) 携行研究器材

UPCA, の実験機器は極めて不備であり，カラス器具，薬品などの消耗品も不足している。在

外研究の実施にあたっては必要な実験機器，消耗品は一応全部携行する必要があり，消耗品につ

いては相手国研究者の利用なども考慮して十分な量を進備することが望まれる。また使用頻度の

高い機械については故障にそなえ部品の用意と修理技術を修得しておくことも必要である。 BPI

の研究機関は瀬古氏らの報告によると，圃場収量試験用機具と僅かの病虫害研究用機器があるの

みで，化学分析室や実験用機器はほとんどないとのことであるので UPCA 以上の準備が必要

であると考えられるっ

(4) 在外研究者に対する便宜供与

在外研究者の研究用携行機器， 自動車およびその他日用品に対する輸入税の免除については

UPCA, BPI ともに関係機関と協議の上，最大限の便宜を計かるとの約束を得たが， 日本

大使館では両国間に研究援助に関する正式な協定かない場合にはトラプルが起る可能性が多分に

あり，その解決は極めて困難になることが予想されるので，この点については十分な配慮が必要

であると強調された。所得税の課税免除についても，タイにおけるア；；ァ経済研究所職員が出国

に際して徴収された例もあることから両国間の十分な了解が必要である。

以上フィリピンの国内事情と熱帯農業研究七ンクーーとしてはフィリピン国における初めての在

外研究派遣( urn.rを除く）であることを考慮して，相手国との間にトラフルを起こさないた
めにも，また現地大使館および派遣者に無駄な労力をかけないためにも，実際派遣に当っては政

府間ベースで受入れそのほかについて十分な『解がついたうえで実施することが肝要であると考

えられる。

切生活環境

UPCAやよび の気象を衣 3, 4に示した。 17PCAは 4月から 7月まで平均気椙が

2 7℃ を越え快適とはし＼えない"

1 8. 9℃ と涼ししヽ が 7月と 8月の

は l,5 0 0 mの高地にあるため平均気温は l 6.6℃ ~ 

1,000mmにもおよぶ。



表 3 フ1 1)ヒ 大学圃場における気象

81. 7 
-I 18 28 l 77.9 
5 25 29.4 76、5

6 221 28. 1 83. 1 
7 66 2'L 7 83. 6 
8 297 26。9 87.0 ， 165 2G.9 86. 7 
10 180 25.8 85、4
11 4:n 24.7 84. 0 
12 I 36 24.8 86 1 

(Exconde, 0. R., J. Q, Advers01'io and B. A. Advincul社
Fifth Inter一心sianCorn Improvement Workshop, Kasetso臼•Umヽ-­

B紅 gkok,Thailand, Octorbcr 7-14, 1968) 

表 4 Bag直 0の気象

25 

lfSO 23 

145 47 

18. 9 I I ! 3.0 151 113 
5 18. 9 3.4 123 399 
6 18.6 3,0 107 491 

7 

rn. ol ： 4. 6 75 1019 8 17. 7 ').,.~ ' 70 1197 ， 17. 9 3.2 101 790 
10 18. 0 3. 0 115 375 
11 17. 9 3, 1 119 90 
12 17. 3 3. 1 124 46 

年 I_°□ "; ロ／二14"15

フィリピソ国内の治安は失業，貧困，物価高などの諸事由と警察の弱体などが相まって良いと

はいえず，特に Manila市とその周辺で悪い。言語は 19 3 7年クガログ語を国語の基礎とす

る旨宣言され肴実に普及している。現在英語，スペイン語およびタカログ語が公用語となってお

り，国民の約％ を解するとされているので，日常生活には英語で不便はない。食物は H本

食品も販売されており， 日本人の嗜好に合う材料も多いことから心配はないと考えられる 主要

な交通機関は Jeepney(ジープを改磁した乗合自動車），バス， タクシーであるが，外国人に

は利用しにくいものであるので自動車は必需品である。

UPCA にはキャンパス内に診療所があり， lvianilaまで出ると完備した病院があるので医

療に関しては心配なし、い住宅に関しては UPCA にはキャソパス内の IRRl職員住宅地域に

隣接して職員宿舎があり借上げの可能性がある。学校は Manila在勤の日本人の子供は月曜日

から金曜日まで英語の学校に通学し，土曜日は Manilaの日本大使館で開かれている日本語学

っている。

2. インドネシア国

(1) 農業総局 Directorate General of Agriculture, Djakarta 

5技術行政部門， 4研究機関および 2公団よりなり（図2)' 局長の Sadikin氏

は l9 6 9年熱骨農業研究センターの研究管理者招へいで来日している。

1月2ii日杉本書記官同行で農業総局長 Sadikin氏を訪問し．熱帯農業研究センターが昨年

(1 9 7 0年）正式に発足したことを紹介するとともに，東南アジア諸国における熱帯農業研究セ

ンクー の派遣状況とイントネシアには長期在外研究員がまだ l人も派遣されていない

ことを説明し，研究協力の可能性について意見を求めた。その結果インドネシアとしては共同研

究は大いに歓迎するところであるので，具体的な問題は表 5の 6カ所の試験研究機関の長と

してほしいとの回答が述べられた0 またこれからの協議は熱帯農業研究セソクー所長と農業総局

6-
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DEVELOPMENT 
Ir. Masman Bekti 

RESEARCH INSTITUH 
0「HORT!CULTURE 
Oahro 

SANG HIANG SERI← INSTも
Ir. T. Suhaedi 

SOIL RESEARCH ms了
Dr. D. Muljadi 

P. N. MEKATANI 
PRESIDENT DIRECTOR 
Bob Sepacoa 
DIRECYORS: 
Ir. Sihombing 
l¥markasa 

図 2 イソドネシア農業総局機構図

（インドネジア農業研究協力実施調査団調査戟告書）

長および受入れ研究機関の長の間で継続して行なうことにした。

なお表 5の 6ヵ所以外の農務省関係試験研究機関を表 6に示しておく。

表 5 在外研究の実施について Sadikin 氏より紹介のあった試験研究機関

研究機関名 場所 場所長名

Research Institute of Horti-
culture 

Animal Health 

Research Center of 
Cane 

Bogor Dr. Ir. B. H. Go火

Djakarta 

Surabaja 

Mr. Dahro 

Dr. Tanjung Adiwinata 

Mr. R. C. Pasuruan 

Estate 

Soil Research Institute 

Bogor 

Bogor 

Dr. Mooljono 

Dr. Molj adi 

＊近日中に MM へ転出の予定後任侭は Mr. Dahro が就任-Jると乙ことである。

表 6 表 5以外の農務省関係試験研究機閥名

Agriculture Hiang Seri Institute 

Animal Husbandry Animal. Research Institute 
Animal Virolo幻 ResearchInstitute 
Research Institute of A.nimal Disease 

Research Institute of 
Research Institute of Fon::st Products 
Research Institute of Forestry Chemistry 

Research Institute of 
Research Institute of 

Central Research Institute of Industrial 
Plants 

『:states 

Research Center 
Quinine) 
一 ー一・-

（インドネヽ／ア農業研究招力予備調査団調査報告書）
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日ese己文:hIn羞 itute

ぐRI/¥ r::1概況 Bogor lま

Begor 

の南 56証に位置しう市内

CHIA, Soil Reseacch 、lnstitut0. Bogo『

ある砂究学図都市であるしう CHIA 

砂計研究室詑よび各地の

の北西部に位置し， 生理部，病虫部と農業経済研

出張所，試験地で構成されており，職員総数は l,OO 0名弱，

to Bogor勤務の研究員は約 70名である 実験器機は ColomboPlanゃ AID

）などの援助により若干備えているが，現在では旧式のものや，

故障して，f ✓ ドネ:>アでは修理できないをのなどか多く，全体的に貧弱である。また電気，力 ， 

水道は設備さ九ている訊容鼠，圧力の点から大醤使用の場合は改善を要すると思われる"ぐRIA

対する諸外国の研究協力は Ford 財団， オランダ，西独などによって行なわれており， 19 7 l 

年 3月には日本から による病虫害研究を主体とした 4名の研究チ

も位遣される予定である。

C且IA のとうもろこし魏類関係のスタッフ名および試験課題は表九表 8のようである。

表 7 Central Research Institute for 

関係研究者名

におけるとうもろこし， 翌類

Name 

B H. Go 

日~

Sadikm 
SomaatmaclJa 

Socbljarno 

lrn an Salo to 
りerrnoredjo

Sur:j,,tna 
l勺f『endi

,;~ 三□~'." I二［三□;, I□□ I C=cHoc旦 sS
喜 ivcrsityof Inda- Ph. D., 1957 1966 I Director 
nesia F邸， of
Agriculture Bog•)r, 
1053, 

八cade,rnyfor Agri- FAO h・aining on rice I 1952 Assistant Director J 
Coordinating 
research projects, 

substations, seed 
program 

cultural. Research, l.Jreeding, India, i 855 
Bogor, 19り6, Texas Aふ :vl
B. Sc. 18G4, M. Sc. 

Mississippi State 
College, 196 3 

ciL Sc 

Plant Physiolo塁
Training, ,Japan, 
19賃

Arkansasじniversity,
College of Agricul-
lure and Home麟 o-
nornics, 1%3, 

M. Sc。

1 951 I Assistant Director II 
Coordinating・ 
training, Seminar, 
reports, secretariate 

l %2 I Secretary 
Coordinating statistic恥
meteor al, 噂y,p叫 lication

& documentation, finance., 

staffi.ng, logistics 

Academy for Agri, i l"niv, of Agriculture, 19召3I Chi,c『 Dept,of Agro-
culturaJ Hesearch, [ Fae. of Agriculture nomy 

Bogar, 1956., i Bogor, 1966, Ir. 
B. Sc, , FAO training l!J55, 

Certificate 

¥caderny for Aビri-i US;¥, 1961. 
cultural n辱 ee<rch, l Cectificate 
!3ogor, 19訊，

B.Sc. 

-8 
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表 8CRIA に誌けるとうもろこしおよびマメ類試験項目， 8
 
らゥさ£も

lviaize 

Introducti.on and collection of 
入Tassselection 

varieties 

germ plasm comple区esof corn 
142--48 (Pcr'ta) and 

●』ヤ

var1e1.1e臼

~Yield of late and rncdiurn late maturing varieties 
Yield of early matu冗ingvarieties 

Yield of introduced ¥旦rieties
Interaction vari 
丁heeffect of seed treatment on the yield of corn 
The effect of compound fertilizer (15--15-15) on the 

Nl"K『ertilizerexperim.ent ,vHh corn 

Pulse 

of corn 

Soybean 
Collection of soybean varieties 
Pure line selection of 3 varieties: Noゞ 945,No. 966 and No公 1011

soil cultivation interaction vdth 
Seed treatment versus spraying on 

Peanut 
Collection of peanut varieties 
Pure line selection of Banieng, Matjan and Gadinh vsrieti.es 

of peanuts 

Yield of mutants derived frorn gamma irradiation 
Yield tests with Banteng, 1¥Iatjan and Gadjal1 lines 

Herbicide trial on peanuts 
Other pulses 
Yield of green matter of□ katjang harapan" at different growth訊ages

Yield of green matter of No. 29 soybean variety at different 

stages 
lコlantspacing withぐanavaliaensiformis 

（インドネンア農業研究協刀実施調査団調査報告古）

在外研究実施についての交渉概要 OTCA西部ジャワ食糧増産協カプロジェクトチーム団長の

菅生数馬氏同行で， CHIA所長の Dr,Ir. B. H. Go氏を訪ね熱帯農業研究セソターの正式

発足について諒明し， CRIA への よび研究課題について協議した。 Dr.Ir、 Go

よび能率の向上に役立つので大いに歓迎

るとの快諾がえられ，具体的な研究テ マとして表 9に示す 4課題が提示された。また 4課題以

外のあらゆる分野での協力研究も可能てあることが述べられた。

表 9 CRTA所長より提示された研究課題名

とうもろこし露菌病抵抗性品種の育成および病理学的研究

だいずの rustdisease および fryに関する研究

leaf spotに関する研究

Mungo beans の leafdeformation に関する研究

-10-



De  Go 氏と‘ー</:)会談を終んたのち，次長 B H. Siwi氏，栽培部長 Satoto 氏わよび

ろこ［ ソルコー試験担当者［冗fendi氏よりとうもろこし研究仝般について説明を受け，

圃場を見学した u 試験は系統詞よび品種の導入，合成品種の育成，耐病性品棚の育成，施肥姑決

定 品種—・施肥景 密度の収量試験などについてrrなわれており，品種一施肥量 密度収鼠試験
はインドネンア 8カ所に坊げる連絡試検として入きな成果をあげているとのことであった C

イントネシア東部／ャワ州とうもろこし開発協力事業 Malang支所

このプロジェクトはインドネソア東部シャワ東部ヽ；；ャワ州農業普及局と OTCAの協力事業と

して東部ジャ '7におけるとうもろこし開発輸人を目的に 1968:f}に発足し，現在日本側専門家

は団長（品質管理を兼務），企画調整，流通改善各］名が Surabajaに，生産 2名が Malang

に駐在している⇔ また OTCAは発足以来 3回の巡回指導班を派遣し，当面する諸問題の解決に

努刀している Q

地区はとうもろこし の人発生地で雨期

作には mildew により を受けることもしばしばあり，これが当地方のとう

もろこし生産増強の玉トルネックとなっている。巡回指導班による

は本葉 2葉展開期にアルトリ粉剤を撒布することによって防除てきることが判明したが， downy

mildewについては発芽後エムダイファ，サキカレ './Tuなどの薬剤撒布が優れた防除効果を示

す場合もあるが，安定した薬効，散布回数および薬剤価格の面から実用にはまだ問題があるよう

であなまた雨期に人る 30日削に播種し罹病期にある程度の生育を確保して記くことも卓効

があることが認められたが，雨期の予測が困難なため実用的な防除法とはいえないようである。

このような結果から最終的には抵抗性品種の育成が必要であり，現在内外品種の耐病性検定を行

と在来種の交雑を行ない抵抗性

出している。しか 長い時間が必要である

ことから〇丁CAでは l9 7 1年より図 3のような組織強化案を作り， J¥Talang地区に '.Vlaize

Centerを設立して本格的な育種研究を行なうようイソトネシア側と交渉中である。

日本側 (Advisergroup) Adviser group代表(l)

庶務会計 (1) 験 戸泣 及 ¥li 並曰． 及

生 産 (1) 教 育 (1) 機 恢化 (1) 品質農協育成

品質管理 (1) 皿曰 及 (1) 品質流通農協育成 (1)

流通農励育成 (1) 品質流通農協育成 (1)

図 3 イントネシア東部ジャワ州とうもろこし開発協力事業組織強化日本案

（イントネシア東部ジャワ州とうもろこし開発協力巡回指導班報告書）
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シ

,J) 

熟帯農業研究七ン々"かとうもろこし出:>wnymildew抵抗性品稀

に派遣する湯合， Nialang地区の _MaizeCenterでの協力研究も

Maize Cent<'-rは已ogorのCHI八と緊密な連絡のうえで試験を実施

CHlA -1¥『aizcCenter -熱帯農業研究そンタ"の 3者協力によ

n旦ildew抵抗性品種育成について最良の組織になると考えられるし

南部スマトラ Lampung地区

南部スマ；ラの Ls.mpung地区ては最近どうもろこしの

栽培面積は急連に拡人して＼ヽるロインドネシア政府もLarnp1耳噂地区

ろこし地帯になることを斯待して~ 力を入れている（ しかし大規模農場方式

問句栽培や農家のとうもろこし栽培面積の急檄な増加は病虫害の

令くの間題をはらんで＼＼る 実際に作付 2年目のMitsugoro第

ハカレ屑ス入千ン病記よび Cen:ospo1・aleとifspot">の被害

類が大発生するとのことである とうもろこし栽培面槙の急増に袢

地区のみの問題ではなく， 玄く菰帯共通のものであり

施肥技術，作付体系などの基本的な研究が望まれる

に CRl八所属の E汀perimentalF'a:・ □ 南部に Mits 

場と農機只を粕備した民間企繋もあり，また OTCミ11,も丁c←:ilien豆叫ご 'V(,nz

すへ＜~イ／卜不シア政府と交渉中であることからこの上うな畑作4産技術の

できる数少ない候葡地の lつであると考えられる C

句携行研究器材

CRIAの研究施設，

り（内いに派遣される

で，これらを利用させてもらうことができれば，

cら

旦ズ

どは極めて貧弱であるが，

キ-ムがかなり

特別な

Protection の

器 る必要はないと思われる Q

OTC八~ の TVIalang地区 MaizeCenterは発足前であるので，

すオしば育種および種子生産試験関係の機器は OTCAから供給されることになり

についてはこれを利用させてもらうことができ~ れば携行機器はほとんと必要

ほとん

ないと考えられる ⇒

しampnng地区についてはすべての

在外研究者に対する使宜供与

の持込みに関する課税免除についてはプィリヒン国と全く同様であり｝襲業紅

CHIAとも閃係機閲と連絡のうえ，十分便宜を計るとの回答をえたが，実際には政叩

なわれている OTCA の技術援助の機器持込みにおいても種々トフノルか生~·.ていることからう

原則として両国政府の合意した協定（または合意文書等）によクて諸条件を明らかにして認く

を携行する必要があ

ヽ

と
）

~) (~ 

J:、7l

(7) 

要があると考えられる。

生活環境

Bogoi・, Malang, Lampung州各地の気象は表 10, 11, )2り）こおり

は標高が高いため比較的涼しいが，降雨景は年間 3, 9 3 4 mmと多く，降雨日数も

よぶ， 6月から 9月まで比較的雨が少ないが乾期といえるほどのものではない こ九に対し

あ い flogor

。日
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表

゜をふ

,1 

5 
6 

7 
8 ， 
10 

11 

表 Il 

5 
6 

， 
10 

.2 25. 3 
32,8 25.4 
32. 7 25. 1 

33. 25. 1 
33. 5 25. 3 
35.2 25. 5 

34.6 
33.9 

東部 ャ• ウ/｝~ ふヽ

1879 194 

304 10 

295 289 
274 261 

189 152 
122 

80 

28 
17 
22 

54 

C Iンド了、／ア東部，)ら▼ ワ且iと

17.5 ！ 84 401 

1 7. 4 82 354 

17,6 81 249 

17. 7 7 ! 191 

17 e ?ti 227 

1了.4 76 312 

こし

ュンギ

rnn-i. 

290 418 234 220 

262 325 233 167 

277 29生 191 155 

184 105 87 
108 75 84 

51 Dl 

16 63 
6 63 

::i 45 

13 67 

83 
150 

4 ;{汀•履壌度年次報告暑）
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表 l2 しmnpung 州における降水量

266 410 290 268 246 280 lJ9 9fl 

よ10., 1 ふ 210 167 l 88 248 208 121 :i O豆 PJ 

147 125 131 150 150 147 87 :rn 

135 1:37 112 85 77 d5 120 7 

85 107 75 100 97 162 49 .1 (' l :34 ， 152 138 204 108 J 30 103 21 66 1 69 

10 206 143 201 139 178 122 166 02 "~' d , 84 

""1' 1 264 259 291 ： 271 264 216 199 
i 

12 263 320 482 
' 
346 300 :305 370 

' 
2,083 2, 6231 :,, 599 2,723 2, 759 2,389 I I 2,918 1ふ'臼/;:lC;:lF : ! I 2, 277 007 

統針 I18,9s 1931 1914 1 1915 1 1913 I 191 >

I l ¥'I  I ; 

年間 1941 1960 1919 1960 192s I 1920 1928 928 

しdillp匹 g 農業開発の人要と基本調査虻ついて

i¥lalangおよびLampung州は乾期と雨期の区別が明瞭で， 5月から]0月までの 6カ月間は

雨が少ない 0 気温は両地区とも 1年を通じて大きな差はなく，最高 3こし，履低 22℃位て日隔

差は l0° 前後にもなり，夜間寝苦しいということはないようである。

言語はイゞノイト不ンf語か公用語となっており，＾ー青般の大部分は英語を解さないので，イントーf'

シア語が解らないと日常生活に不便なこともあるs ただしCRIA内においては覧語が通用するし

960 

については米は日本米と食味の変らない'『jiandjur米があり，肉，魚，野菜についても日

本と伺じようなものが入手できるc 交通機関はベチャ，ハスなどかあるが自動車は必需品である。

学校は 3地区とも日本人学校国際学校はなく現地人学校のみである◇ ただし l刀aka『taには日

本人小学校があり， l9 7 l年より幼稚園も開設される予定であるか， Bogorからの通学は困難で

あると考えら汎るし区療機関としては Bogorには病院，開業屁ともにあり， I汀akartaには

に日本人医師が常駐しているし， '¥lalangには開業医もいるが， 2 5駈離れた日本［宮と鹿島

建設のタム工事現湯には日本人医師も常駐［て北り診療にあたってくれる"また

出れば (Malangから Surabajaは自動車で 1時間 40分） Surabaja医科大学もある。

Lampung地区は Metroに診療所程度のものがあるようであるが病気の場合は Djakarta

まで空便を利用せねばならぬ。住宅は Lampung をのぞいては適当な家を借りることかで

る。

以上のように 3地区とも子供の教育については大きな問題があり， Lampungは医療面でも

極めて小便である。
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ヽ
効率化

アに対する は現在国際機関を始めオ-:,:, タ，酉トイソ｝

くの国;が ,t、り広い分野こ且って行なわれ，―,iこいる 日本からは O'『CAが政府間協定にも

，東部ジャ,;』とう危ろこし開発協力，西部、＇：＂「ワ食糧増産協力， ResearchCooperation oぃ

Plant Proい又tionon Food Cropsの3f--ムを派遣して，普及から研究まで広範囲に活

動している、，また!9 7 1年には東部ジャワプロ:.;ェクトを批大して Maiang に Maize

Center をつくり， とうもろこし downymildev,r抵抗性品種の育成にも着手する予定であるc

このような語外国の援助競争と（）丁CAの活動下にあるイソトネシアに，熱帯農業研究七ンクー

が新たに研究者を旅遣する湯合には，まず OTCA と熱帯農業研究センターの関係を卜分に調

軟し？ 日本としての研究援助の効率化を計ることが肝要であると考えられる C

熱帯農業研究センタ と OTC/; の関係について農業総局長 Sadikin 氏から見質間

た点であり， また現地日本大使館からも研究者を派遣する前に両者の関係を十分に調整し，日本

としての研究活動の効率化を計るとともに相手国に対して混乱を生じさせないようにすることが

必要であると強調されたゞ

皿むすび

はフィリ

て調査した J

その結果，いずれの研究機関でも在外研究者の受入および協力研究を歓迎するとの同答がえられ3

その実施にあたっては最大限の便宜を提供するとの積

可能性をフィリヒン国

湯ィント不ゾア国では中央農業研究所につい

意見が述べられた。

このほかインドネシアの Lampungについても 究の あると考えられた。

くに ~falang は 1 9 7 l年より OTC八の Maiz(~Center が設立さ料とうもろこし

downy milde¥¥抵抗性品種の育成を行なう予定であることからこの間題に関する有力候補地の 1

つと考えられたe

研究課題としては UPCAではとうもろこしの

→ では

に関する研 業

Station におけるそ菜に関する研

究， Central Research Institute for Agricultureではとうもろこし，翌類に関する育種お

び栽培研究， JV[alang の OTC八 MaizeCenterてはとうもろこし downy mildew抵抗

性品種の育成， しarnpung は畑作物

などがあげられる c

またこれらの

およびとうも乙ごし， 落花生に関する栽培研究

なってくるが，当面両国の研究レベルおよび

高度な研究は期待できないと考えられるく9

在外研究実施「当っての今後の交渉は熱帯農業研究センタ•—所長と受入れ機関の長によって具体的

に進められることになるが，両国に対する熱帯農業セソター在外研究員の脈遣は初めてのことであ

ので，実際派遣に当っては政府間ヘ スによる十分な合意が必要である；，また両国は多数の先遮諸国

の研究援助を受けていることから，熱帯農業技術センターから派遣される在外研究員は国際的評価を

受けることになるので，派遣実施に当っては周到な研究計画と派遣専門家に人をうることが極めて大

かはそれぞれの研究機関と研究課題によって異

ら推察して，あまり基礎的な研究や

-15-



とである

A
 
第 7匝アジアと

('『heSevE汀1thInter 

-, 
'- L, 

回目のア

Corn 

Corn Irn.p『overn.ent

究会が 7 1 l) Jc:.'ン大学農学部

主催で， フィリピ>'!J> Los 13年 OSじPCA キャソハ

Education Centerで l9 7 1年 1月11日から 1月l5日まで 5日間に口：っ

しころふ3 とInt戸,.

Continuing 

開かれた，

は熱帯，亜熱帯におけると

あることから回を追って発展し，今年は参加国 2 ()' 

ほどの盛会であっ↑こ東南アジア諸国のうち， 日本，

イント 12名， タイ l6名の大代表団が出席したQ

研究会は当初 1月l1日から l3日の 3目間研究発表と討議を行ない， l 4日から 16日の 3日間

iviindanao島 Cagayan De Oro に見学旅行する予定であったが，

げに端を発した;;:l-"- ストライキに学生が同調［，警官隊と衝突， lVIanila

交通が不育『しなったため，見学旅行は中止になり， 5日間連続 L.て研

もろこしに関する唯〖の であり，情報交換の場で

1 2 6人におよび傍聴者は立って聞く

台湾が各 1名の代表であったのに対し？

1月 13日カソリン値．ト

Los Ba行OS 間の

特別講演が行な

われた。

研究会は連日朝 7時 30. 分から夜 9時 30分まで活撥な発表討議が行なわれ その合間に

（ど），特別講演(2), l「rn.I,lJPCAの見学がはさまれたう研究発表は 45題にのほり，その範囲も実

態調査育種栽培，栄養生理 土壌肥料，病虫害と広範にわたった。そのうち約％か育種関係の課

題で占められたか，一つのテーマとしては downy mildewに関する報告か 6題で最も多く，東南

におけるこの問題の頂要性を示しているものと考えられた。本病については未だ不明な点が多

移動などにより回避できるという報告もあるか，実用技術としては問題

の育成も進んでおらず，今後とも最も力を入れて研究されねばなら

く，薬剤防除およ

があり，また実用的な

ぬ問題の 1つであることが強調された。

円卓討議および｀特別講演は表 14に示したように， 八laizestalk borer 類の防除，高収品種の

草型優良遺伝質の導入について行なわれたが，いずれもアジアにおけるとうもろこし生産が直面し

ている重要な問題である。 Maize stalk bor、er類は世界のとうもろこし栽培全域に発生し，農薬

による防除の困難な東南ア c;アでは特に被害の大きな害虫てあるが．未だ有効な対策かみつかってお

らず， とうもろこし生産に大きな障害とな a C、いる。本研究会でもその対策が論議さ

完者の協力研究が強調されたしまだ熱帯とうもろこしの優良遺伝質の研究およひとうもろこし草型の

はこれからのとうもろこし研兜の！つの方向を示すものとして輿味深いものがあった u

発表さ且た論文は近日中に印測発刊される予定であるが参考のために課題名および発表者名を記載し

ておく Q なお会議におして各国のとうもろこし関係研究の情報変換が強く望まれたので，会議出席者

名専門分野および勤務場所も附記しておくので利用されたい。

以上が研究会の大略であるが，本研究会についての感想をつけ加えておきたい,,

私は今回始めてこの研究会に出席したか 第 1回から参加している代表に研究会の変遣を聞い

ると，研究会は回を追って充実してきたことは勿論であるか， なによりもア、、／アのとうもろこし

に直糾した研究か多くなってさたことと，若い研究者か育ってき

研

で

レj であるとのこ であ

った。
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紅こ
m 

発展途上国

国

もとに行なわ丘ているが， この特徴は①発展迩上国自身のとうもろこし開発を主目標に，②東面ア

ア各国に f・メリカから多数(/)と？もろこし専門家を派遣常記させ：，③長期かつグロ ハルなネノト

ヮ-クで，＼む組織を異にした All. →） Rockefe且er,Ford両財団および民間種子会社が機能的

なって活動してしること，⑤ア，＜リカ側派遣者は／・ 1・ハイサー的立場で現地各国の研究者を

立＾て仕事を進めていることなどであると考えら汎る。このような現地国の開発と研究者の育成とい

発展途上国援助

るアメリカ 0町究援助の 示すも とこヽ`し、深咲興て

ろアメリカ J)とうもろこし研究援助は Inter-AsidnCorn 

を守り， しかも国境を越えた視野の長期研究が着実に実を結ひつつある

ことがこの研究会を通して感じられた。

どうもろこし研究のハ y クグラウ／ドや援助資金の面から，日本とアメリカを比較することはでき

いが，東南ア/アにおけるとうもろこし開発輸入に力を入れている日本としても，せめてこのよう

な研究会に樹極的に参加し~，閏報収集と研究者間に知己を得ることは将来の技術研究協力の部面で計

り知れない力になると考えられる このためには毎年継続して複数の代表を派遣ずるようにし，少な

くとも［名は毎年同一人が固定して出席し，研究会における地歩を確立ずる必要かある。またその他

については討論内容に応じて広い分野からその都度専門家を加えることが望ましいと考えられ

したように， Manila ~ Los Ba五OS 間の交通遮断によの， ContinuingEducation 

Centerになかば軟禁状態での会議ではあったが， 3人 1室寝食を共にしての］週間の合宿生活は

多くの同学の友を得ることができ，楽しく有意なものであった。

表 13 
Seventh Inter-Asian Corn Iniprovemem Workshop 

における講演課題，円卓討議および特別講浪

Performance of closed pedigree double cross mai.ze 

progenies -Lawrence C. Curtis 

Heterosis expression and lnbreeding depression in varietal crosses among 
diverse maize stocks -Abdel H. Shehata 

and their synthetic 

An evaluation of ear-to-row selection based on yield and 

-Rusli Hakim 
1n corn 

Selection for prolificacy in corn -Sutat Sriwattanaponse 

of the influence of irrigation in vegetative growth and the production of 

dry matter -Alexander C. Cunard 

Comparative responses of three corn varieties on different rates of nitrogen 
and phosphorus fertilizers --Aschan 

Increasing corn yield 

-Sarjatnan Effendi 

Stalk and ear barrenness of corn as affected by mutual 

population -Fumio Iwata 

green manure as fertilizer supplement 

at high plant 

Effect of some herbicides on maize --V.'ong Lock .Jam 

Corn in Negros Crienta.1 -Felicisimo Maceda 

pradi.ces for 
-Chamnan Chustew 

0『twocorn Yarieties in Thailand 
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Some aspects 

on spacing and 

nutrition -

control in m 

戸antastico

＼『 Malla 

evaluation and assessment 

Opaque-2 maize in Colombia . ゞ CharlesFrancis 

入rtificialmedia and rearing techniques for the corn stmnborer, Ostrirna 
sa1entialis Snell -Yoovadee Rangdang 
~ ~ ~ ~ ~ ~ 

Spot insecticide treati万1entfor the control of maize borer Chilo partellus (Swin. 

hoe) and possible solution of other pest problems -Gurdev Singh Sandhu 

' .d on the through full-

丁he-res11」tof 16 years of using variety line crosses as a rnethod of 

tion in comparison to classica.1 double crosses using 50% 
adapted open-pollinated varieties and 50% pure lines developed from 

areas. -・Dr. A. Shlomi 

n1aturity and leaf reらistancein Sikkim Primi-
pop using imerchan印esin raaize . S. M叫 boobAli 

Contribution of the first and second ears to grain yield ln maize -N. L. Dhawan 

Effect of mass selection for leaf angle and its re.lationshi.p•·R. P. 

Yield response toぐaryingplant 

genotypes -Abdel H. Shehata 
and .levels of 

Some aspects of the nutrional requirements of corn -

in three maize 

Pantastico 

inheritance of 

-Ruben L. Villareal 

to Helminthosporium leaf spot in corn 

じvaluationof several herbicides『orweed control in corn -M. Sundaru 

Population parameters of corn - Samonte 

Genetic analysis of resistance to late wilt of maize caused by Cephalosporium 
maydis -Abdel. IL Shehata 

The influence of fertilization and irrigation on the incidence of downy mildew 

(Sclerospora sacchari) of corn -S. C. Chang 

The influence oI guttation water of maize seedlings on Sclerospora maydis 
-Harjono Semangoen 

mildew disease of maize in Nepal -S. M. Shah 

Recent investigation on chemical control of Philippine Downy Mildew .. Otto Schultz 

A comparison of two types of resistance in corn to infection by H. turcicum 
-A. J. Ullstrup 

Marketing of corn in the Philippines -Regino M. Orticio 

八1:aizeresearch in -C. B. Hindagala 

The progress and problems of corn improvement in Sikkim -.J. K. 

Corn, sweet potato or cassava i.n poulしryrations -L. Castillo 
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吝 む手
ど,no01ょ

1¥:n 〇了） the 

畠zeirnprove1neいし』礼)!Jj喜 tivesfor 

:〕iscussion on international and 
Smeltzer and M. C. 

North Wester□ . Frontier 

trainin旦pre噂丁arns- Daie 

International 
Carballo 

しrials: report and plans -Charles Tvloore and Alfredo 

Perfo『I了ianceof 

International 

mildew tolerant 

mildew trials・ report and -Bob Renfro 

Round Table Discussion I -

Chairman -Sutharm Areekul 

to the control of rnaize stalk 

Statements (15 minutes each) 

八 Principalspecies of maize bore芦 in

Sutharm Areekul (Thailand) 

B. Losses caused by stem borers in maize. 
C. Granados (CI八'11¥i「YT-Thailand)

C. The economics of chemical control of borers. 

F. Sanchez 

for host-plant resistance. 

Round Table Discussion II -Plant types for higher yields in the tropics, Chairrnan 
-W. L. Brown 

Introductory Staternenls (20 minutes each) 

A. The maize plant -what it is and why it's this way. 

Dぃ w.し Brown

B. The''ideal''maize 

Dr. Peter R. 
a physiologist view, 

C. The "ideal" maize plant -a breeder's view. 

Dr. N. L. Dhawan 

D. Ways i.n which the maize plant c m1 be 

Dr. Sujin Jinahyon 

lecture -The genetic basis for plant type in maize -N. L. Dhawan 

Special lecture -Effective sources of maize germplasm for the lowland tropics 

-William Brown 
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U. P. Agricultural 
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16. Gurdev Singrn Sandhu Entomologist (.Maize) Dept. Zoology-Entomolo幻
Punjab Agricultural Univer-
sity Ludhiana (Punjab) 

17. ¥「inodH. Shah 

18. Pablo E. Sotto 

19. William R. Young 

Indonesia 

20. Surjatna Effendi 

21ぷ RusliHakim 

22. Ir. Harjono Seman-
goen 

23. M. Sundaru 

Israel 

24. A. Shlomi 

Japan 

25. Fumio Iwata 

South Korea 

26. Keun Yong Park 

Lebanon 

Senior Agronomist & 
Associate Project 

Coordinator 

Asst. Entomologist 

Entomologist 

Coordinated Maize Improve 

ment Proj 
Indian Agricultural Research 

Institute New Delhi 12 

Rockefeller Foundation 
1 7 Kautilya Marg, New Delhi 

Rockefeller Foundation 
17 Kautilya l¥Targ, New Delhi 

Asst. Corn Agronomist Central Research Institute 
for Agriculture 

Plant Breeder 

Associate Prof. in 
Plant Pathology 

Dean of the Faculty 

Herbicide Agronomist 

Head of the Corn 

Breeding Dept. 

Merdeka 99, Bogor 

Central Research Instilute 
for Agriculture 
Merdeka 99, Bogor 

Faculty of Agriculture 

Gadjah Mada University 
Jogjakarta 

c/o Central Research Inst. 
for Agriculture 

Dj. Merdeka 99, Bogor 

The V okani Institute of 

Agricultural Research 

Neveh-Year 

Associate Agronomist Tohoku National Agricul-

tural Experiment Station 
4 Akahira, Shimokuriya-
gawa, Morioka Iwate 

Division Chief Upland Crop Cultural 
Division Crop Experiment 
Station 

Suwon, South Korea, 170 

27. Lawrence C. Curtis Project Specialist The Ford Foundation 
P. 0. Box 2379, Beirut 

Malaysia 

28. Alexander C. Cunard Consultant Agronomist State Dept. of Agriculture 

Kuantan, Pahang, West 
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P』『sabkFarm (l¥cnvshe旦）

Distし Peshawar、)

G, 已 0,Box 668 

Lahore, West 

Dept., じ

c; o Rockefeller Foundation 

p← 0, 2453, Bangkok 

Q
3
 

c / o The Ford Foundat10n 

P. 0. Box 436 

Bangkok Chiengmai Univ. 

G, P.O. Box 24賃

Rockefeller Foundation 

Box 2453, 

Department of Plant Science 

Kasetsart University 

Bangkok 

55. Boonsom Meksongsee Chief, Entomology Entomology Section 

Section Dept. of Agriculture 

Bangkok 

56. Charles Moore Associate Plant The Rockefeller Foundaiion 

Breeder (入 P.O.Box 2453 
Bangkok 

57、 YoovadeeRangdang Assistant Instructor Department of 
Kasetsart University 

Bangkok 

58. Bobし Renfro Director of Inter- The Rockefeller Foundation 

Asian Corn Program G. P.O. Dox 2453 

5D. Ampol Chief and Leader of 

Corn and Sorghum 

Research Project 

Expt. Sta. 

Bangkok 

-23 -



60. Dale Smeltzer Agronomist The Rockefeller Foundation 
G. P. 0. Box 2453 
Bangkok 

61. Sutai Sriwatana- Lecturer and Corn Dept. of Plant Science 

pongse Breeders Kasetsart University 

Bangkok 

62. Aschan Sukthumrong Teaching and Soil Department of Soils 
Research Assist. Kasetsart University 

Bangkehn, Bangkok 

63. Delane E. Welsch Agricultural Economist The Rockefeller Foundation 

Sikkim 

64. J. K. Thapa 

Vietnam 

65. Clyde E. Bay 

66. Thi Diem 

67. Doan Van Hoa 

U.S. A. 

68. Kenneth Kopf 

69. Wi且iamL. Brown 

70. R. B. Musgrave 

71. A. J. Ullstrup 

United Arab Republic 

72. N. L. Dhawan 

Deputy Director of 
Agriculture 

Sr. Agr. Advisor 

Agronomist 

Chief of Crops 

Service 

G. P. 0. Box 2453 
Bangkok 

Department of Agriculture 
Government of Sikkim 

Bangkok 

USA ID/ AGR / CORDS 
APO San Francisco Calif. 
96240 MR-2, Nhatrang 

Agricultural Research Inst. 

121 Nguyen Binh Khiem 
Saigon 

Crops Service 

28 Mac Dinl1 Chi 

Saigon 

Research Liaison USAID / ADDP 
Advisor APO San Francisco 96243 

Vice President, Pioneer Hi-Bred International 

Director of Research 1206 Mulberry St. 

Des Moines, Iowa, 50308 

Prof. Agronomy 519 Bradfield Hall 

Cornell University 

Ithaca, New York 

Prof、 ofPlant Path. 

Maize Specialist 
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Dept. of Botany & Plant Path. 
Lilly Hall, Purdue University 

Lafayette, Indiana, 47907 

Ford Foundation 

P. 0. Box 2344 
Sharia Osiris, Garden City 

Cairo 



73. 八bde1』RahimShehata Maize Breederら

74さ Hasan . 八ふ→ ビ
State 

'"' v 1E:-tnarn 

R
 

りゥー Wendel 

7 fi, Hicharteい八casio Crop 

77. ¥Tarietta S. Adriano Instructor 

£
1
 。

8. Nestor』 Almodiente Plant Pest Control 

Officer 

閏aize只esecirchSectioぃ

Dept. of Crop ResearcL 

Orman, Giz五

CORDS Mバ， '.l_, い0,Bez 
八.l—'.0. San L,' 

令乙n'’i 
ロい0以

79. Donato B 

80。 八ve且no

81. Karl G勺 Baertl

82, 『{omulusS, Bers巳-

n,1n 

8:3, (恥rardoBu『旦OS

Din,c tor-Intensfied 

Corn Production 

Program 

85. Leopoldo S, Castillo Professor 

8心？ R, 

86か PedroCastille、)

87. Fe Esneranza B. 

de Castro 

88, ?viig虞 ,1.T, Catipon 

Instructor 

Insl『uctOt'

へssl.Prof. 

Chemist 

Cereals Research 

Project 

, Engineering Dept, 

CPCA, College, 1、,agurw 

La Gran:ia Fxpt. Station 

La Garlota 

Dept. of 

l7PCA, College, Lagur心

E-105, 『hilippines

Instructor 

Ass't Vice Pres. Con- c/o 
" t 1 r, 。unen,.aょぃrainCo l"'、ヤ. ,.¥ -ょゞ . -、ィ

¥―ice Pres C・・ ヽ- oncmental :i¥'Iakati, I{izal, Phil. 

Overseas ~-- -
しorp入'y'

Provincial Corn 

--'  土¥.l11Ill2l

rPC>\,

Div, of 

Dept. ot 

じPC八，

Di 

BPI, }: しOilOIIL¥ぐ Card的

Los Baf10s, lぷ虞una
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89, Salvador B曇 Della

90. Pantastico, Eduvigis Asst. Professor 

DRIう, Central Bank 
9th Floor P. : 日 Cゞ
Anda Circle, 1¥『anila

BさじPCA,

91. Ismael A. El鱈 azo Instructor IvIIT, Kabacan, Cotabato 

92. John□ E且iott USAID Agriculture USAID/ l:'hll1pprnes 

麟 visor APO San Francisco, 
California 96274 

93令 OfelioH .. Exconde Chairman Plant Pathology Dept. 

UPCA, College, Laguna 

94. Mrs. Anicia. C. Plant Propagator Ilagan Experiment Station 
Fernandez Bureau of Plant 

Ilagan, Isabela 

9凡 RicardoT. Gloria Instructor MIT 

Sr. Kabacan, Cotabato 

96. Teotimo I. Gonzaga Prou'l Corn Spocialist Ag. Prod. Commission 

97. Randolph Harder Graduate Student 

98. Romeo R. Huelgas Agronomist 

99. Elpidio Lalap Instructor 

100. Delfin H. Lapis Asst. Professor 

101. Felicisimo S. 閏aceda Prov. Agriculturist 

102. 八ntonioMorales Instructor 

103. A. C. Necesito Instructor 

104. Norma R. Norcio Ins,ructor 

105. Leonardo P. Ocampo Corn Specialist 

106, Arturo'『， Omana Provincial Corn 
Specialist 
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Naga City, 
Buhi, Camarines Sur 
(Home Address) 

Division of Plant Breeding 
U. P. College of Agriculture 
Co且ege,Laguna 

Dept. of Ag. Economics 
College of Agriculture, U. P. 
College, Laguna, E-105 

Agronomy Dept. 
じPCA,College, Laguna 

Plt. Pathology Dept. 
UPCA, College, Laguna 

~omm1ss1on Ag. Prod. C' 
Dumaguete City 

Division of Plant Breeding 
U. P. College of Agriculture 
College, Laguna 

Agronomy Dept. 
UPCA, Co且ege,Laguna 

Farm Operations Div. 
UPCA, College, Laguna 

八PC,Calapan, Or. Mindoro 
Philippines F-303 

Ag. Prod. C omnuss1on 

Calauan, La罰 na



107, de Padua Chairrncm 

丁, ... Prov'l Corn 

109. Herrninio Pava Instructor 

110, Rodolfo M. Payson Instructor & Corn 

111. Anacleto C、 Pedrosa Instructor 
Jr. 

112. Luis M. Petrache 

113. Miss Erlinda C. Pili I正 Charge,Central 
Seed Testing Lab. 

114. Dr魯 SebastianS. Research Director 
Quiniones 

st 

Musuan, Bukidnon 

じ P.College of 
College, Laguna 

MIT 

Kabacan, Cotabato 

Experiment Stat:lon 
Tupi, South Cotabato 

Seed Testing Laboratory 
Bureau of Plant Industry, Manila 

Central Mindanao 
Musuan, Bukidnon 

115. Pacifico Ramos, Jr. Prov'l Corn Specialist Ag. Prod. Commission 

116. Romeo S. Haros Asst. Professor 

11 7. Edgar NL Ricamonte Upland Crops 
Specialist 

118. Gregorio G. Romano Prov'l Corn Specialist 
Jr. 

119. Aurelio Salas Asst. Prof. in 
Agronomy 

120. Fernando F. Sanchez Chairman 

121. Otto Shultz Visiting Prof. 

122. Melanio L. Siapno Feed Grains Suervisor 

123. Fabian 0. Solpico Officer In-Charge, 
Plant Breeding Section 

124. Soliman M. Vi且arojo Asst. Chief Agric'l 
Project Coord (RCPP) 

125. H,oberto H. Virtucio Agricultural and 
Officer In-Charge BPI 

Economic Garden 

126. Ceforino A. Bani阻1ed Junior Plant Patholo-
gist 
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Malaybalay, Bukidnon 

Dept. of Entomology 
UPCA, College, Laguna 

Central Luzon State University 
Nucva Ecija 

,omm1ss1on Ag. Prod. C' 

Pagalungan, Cotabato 

Dept. of Agriculture 
Silliman University 
Dumaguete City 

Entomology Dept. 
UPCA, Cellege, Laguna 

Plant Pathology Dept. 
UPCA, College, Laguna 

NF AC, Dagupan City 

Bureau of Plant Industry 
Manila 

Agric'l Prod. Comm. 
Dilirnan, Quizon City 

Bureau of Plant Industry 

Economic Garden 
Los Banos, Laguna 

Research Division 
BPI, Central Office 
lVIanil<1 
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l月の 3カ月
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Manilaから南方 72 2 Kmの Cebu島を訪閏し i 翌 J9日同島東部の畑作を見学

晶は気候的には『ypem に属しさ I l月かい 4月までの 6カ月間はlt較的雨が
Seriesに属する黒色')旭上てあるゞ同地方の主要畑作物はとうもろごし

；；，バナナうハ i 吋~ ヽ；フ几，キャノサハ、八どの永年作物が散見された

れているが， 1月からん月にかけての雨の少ない期間は栽培が少ない

va「ietyの熊陀料栽培て 0,6t./ha , Irnproved varietyで施肥

はみられ~ なかったか，

しいことから，

筋述したように学生と警官の衝突に

見ることがぐぎitかったので，会議終

Cavite地方の農家のとうも

るがエロージョソにより

よび

こし地域

Manil臼

‘ヽノ

ふ
fr

台地で， 土壇肥沃度は比較的

少唸い。 上壊~

---で

2ovha祝度の

デ般見さ九た

,, l・-
に -d、O

地嘗はエロージョン その砂J上対策と

め；野旱つ叡豆~バ『；なわれていた。

日には大使館から車こ璽転了の提供を受け， Cavite地方の農業を視察したし、この地

は点候的には TypeI に属し， f月期と乾期の区別が極めて明瞭である Q 訪問時期は丁度乾期に

あたり，裸地の休閑圃場が多くみられた。土壇は褐色の壇土あるいは埴土で比較的肥沃であり，

理も良くゆきとどいた圃湯が多く， Cebu と比較して進んだ農業地域であると思われたしこ

方ては平坦地は／主として水梢が作付され，丘陵や山腹の傾斜地には

単作あるし＼は且作で栽培され‘~ し

a1 variety の漿肥翠iで lt/'ha 

害として down〗·rni.i.de\\ が僅かか

ナナ，/~ィ

の肥料施用

の

の

ため，は')きり

3t,./ha 程度の

t ぐ、
し,.yCl 

もろこ

ナッツ？

の収

・30-



HニHigb • Moderate I、, C]  (}'「ゞ 0 託汀.,on巽

(1'he Philippines Reoommをn,L;forぐ｛刀,,,'.¥)'/() .. 

表 l8 フィリピソにおけるとうもろこしのし菱病害

Disease , Cause・ , rヽ ょ 1 
ゞ了勺p,.oms • Contパ）l'¥託 8.Sc吐＇（虞

]¥faiorふ..1seases ., り

いownyMildew Fun□ 18 『牙esencco『

叫 ・i1wsat the hcsc.・ 叫
S11ccu,ding leaves b,,,:c汎11ecornp.let 戸~＼

d吐orotic, In ll1e presence of free 

＼叶1ct.i.shdow 』~'grmvが 1 appe冨 s

叩 lhelmver and upper sur.fa瓜 sor 

lhc leaf 

Presence o『S訂］らJ1and cfrcuhu、

brown『llStypし1swlesor on 

the叶：.1pper and lower冨 l'「ace這直 the
leaL La1er these bllste,・s break :md 

nuい,erou:srusty spores 

Whitも

r,1 

八l'O打）叫j

[ゞ¥PCi¥'.Cll'、 l,Kc,llaca旦

Selection 

I -



Leaf Spot TJ 、マしm~ uu s 
I Presence of mna且， spindle匹like 9 す, . Use of resistant varieties 
or oblong, ligh l w brown spots。 like Cuban Yellow and Collegで
Spots coalesce and form larger dead White. 
areas on the leaves 0 

?,, Chemical application wiて!1

thiram, feruam, and zinet入

Leaf Blight Flmg1rn Presence of long, elliptical, ］ Fungicides used for cont-
grayishg,・een spot. Spots coalesce じollingle旦fspot rn ay also be 
and form large blighted area the used to control this disease, 
cover the entire leaf blade. Blackish 
tiny spots appear on the dead areas 

Hh!.zoctonia Fungus Presence of irregular blotches on 1. Infected leaves and stalks 
lhe leaves, stalks, and ears. should be burned after har-
Blotches are grayish-green, with vest. 
bluish gray or straw-colored centers 

2 Deep plowing to bury and 
ancl with distinct brown borders 
Presence of irregular light to dark 

kill the sclerotial bodies. 

brown sclerotia on the dead areas :3. Soil application of PCKB 
are the most reliable sign of the (fut1gjcicle) al plantingいlllC,
disesse. 

B戸）＼＼万 Spoて f五mgus Lcs:ions appe冨 onthe bl釘:les, :'¥o control rneasurcs have 
lea『rclwallrn,and stalks, .¥t first been developed forしhis
are:・ でHowish and later beeo1nc disease 

-, :)rcn¥了L

Cor巳 Virus 今¥ppearanceon the leaves of nar- Sanitation of 
［り送 p叫eyellow streaks p邑rallelto 1~ mベecteo .m. ants soon as 
the leaf oen, Later the pc,le areas symptoms appear to reduce 

畑 comediffused upon a paler green the sources of inocuJum. 
background. On the be, ミoe:of infected じseof carbaryl insecticides 
leaves are produ位 dalt<crnating• to control the insect vector 
broad streaks of green and p,de 
green areas. 

K釘 ・neJ1うlast F¥mffus Presence of smcell ,1t.,・ipes on the l. Plant onlv seed that are 

c2ps of individu国 kernels. 「nfectecl thick, plump, bright and 

! kerne.Ls becor且2discolored and crack clean. 

open exposing the whi Le endosperm 
2. Treat seed with thir2m 

which later lurns pinkish, reddish or 
or captan. 

light、はole1. 『nfectedseeds produce 

出鰐麟旦lseedliisgs. 3. Choose ears that are well 

covered with h1•sk at the 
upper end; when husked, 
cUscard cracked and di厨
col01、eelkernels. 

Smut Ti ―̀ unゃ,,,c1s Presence of galls or boils on above l, ,¥void injuries to the plant 

ground tissues. Galls first appear ns when cultivating or spraying 

glistening white or grC1yish white、 2, In small plantings, 応
Later, the :interior cf these galls be-

move and destroy galls be -
come black and po,,-dery Inside 

fore they rupture and the 
山esegalls are numerous sooty masses 

spores are r・eleased. 
of spores. 

：汀pl叫 iaEar llot で,？ unp:-us 
! 
Husk affected by the disease ar-e 1 Carefoll sec又dscolectrnn 

pasted lightly together by the fungus in 1.he field. 

myce1ium found in between. 
2、 Treatseeds with 1hrrarn 

Kernels are very brittle and are 
or captan. 

!.oosely attached to the rotting cob. 
Dense white mold develop between the 

kernel rows. 

Pythium S1alk Fungus On the stalk, the diseased are is l. Good drainage and nn -

and Root Rot brown, water-soaked, soft, and col- provement of soil condition 

lapsed. Rotted area of the stalk is tい cultivationand 

confined to a single internode just balanced fertilization. 

above the soil line. On the roots, 
ウム・ Seecl treatment with 

small feeding rools are first attacked, 
lhiram or captan. 

the lesions are light to dark brown 

and flaccid. 

(The Philippines Recommends for Corn 1970-71) 
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表 l9 フィリピ‘ヽ/におけるとうもろこしの主要害虫とその防除法

Insecticides 
Do恥 geper 

Insect and General 
Ileclare per 

Where and When to八ppl:,

Timing of Treatment i , Active 
Formulationぷ'"ょ¥μplication

and「seRestriction 
of Active 

＇ I I Chemical Chemical''' 

Preplant: 

White grubs Aldrin Aldrex E. C. or W. P. 2 kg In areas where white grubs 

Chlordane E. C or W P. 3 lo 4 kg are a problem spray or 
Dieldrin D1eldrex E. C. or W. P. 2 kg broadcast before planting 

Heptachlor E. C. or G. 2 kg and work into the upper B 

to 10 crn (3 to 4 in.) of 

soil 
- -

Very voung plants: 

Corn seedling mag-

gots Thrips 

Thiodan 

:Vfopaton, 

:Vleptox, 

Folidol, 

etc 
... 、.. . ヽヽヽ

Young to old plants 

Army worms 

Cutworms 

'DDT Gesarol, 

Resitox 

1 Diazinon Rasudin 
I Endosulfan Thiodan 

Methyl Meptox 

parathion''"'':V[epaton 

Folidol, 

etc. 

-』-―-・----―-
Young to old plants: ; 

Migratory locust'Aldrin Aldrex 

and other grass- Carbaryl Sevin 

hoppers I Chlordane 
Diaz in on Basudin 
Dieldrin Dieldrex 

Malathion 

Before to after silking 

Corn borer Carbaryl 

(black-headed, DDT 

cream -colored 

worms) 

... ... .、. ···•· 

Corn earworm 

(cream to light brown 

heads, body of worm 

striped and with 

spots) 

Endosulfan 

Endrin''"'' 
Diazinon 

Carbaryl 

DDT 
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Spray one week after ger-

mination if insects are 

present. 

Spray foliage when larvae 

(worms) are still small 

One or two applications 

at 2 to 3 days interval 

should be sufficient. With 

very heavy infestation a 

third application may be 

needed. 
ヽ- -

Because infestation tends 

to be localized treat only 

infested areas, especially 

when nymphs (wingless 

young) are small, (Consult 

BPI Pest Control Officer). 
/— 

One of two applications 

directed at the whorl at 

weekly intervals. Start 

when about 50% of plants 

show damage. Treatment 

usually starts at 40 to 45 

days after planting. Re-

peal 1 week later when 

infestation is hea, 万'・
. 

Two applications on whorl 

if ear worm damage on 
, corn buds is serious (be-

: fore tasselling or silking). 
; On green corn (afしerears 

[ are formed) use two treat-

: rnents which should start 

I on the day the silk appears 二epeated2 lo 3 days 
later. 

噸 atesgiven in terms of kilograms of active ingredient per hectare. 
Consult dlr・ections on container to determine amount of particular 
cornmerしial1woduc1 to use. ln making up spr-ay sollllions use 
400-800 liters (about 105-210 gallons) per hectare. 
toxic to humans and animals. Silould be applied only by 
personnel. 
E. C. " Ernulsifiable concentrate, W. P. " Wettable powder. 
Recommends for Corn 1970-71) 
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964 -67 

うもろこ

栽培面積か伸びてい

豆l平均とうもろ

に次ぐ主食

し栽培

は

古くから れて 用の cash

゜

，現在は

シアに棗,Llる

こし~生産量

面閉は 3ii4(iOOOha で，ジャツ

全耕地の鰭にとうもるこしが栽培され＇

ている。また近年南部ス

Larnpung地区にはイント了シア資

本や日・イ合弁による

れ好結果をおさめていることから，今

後ますますその面積は拡人されると考

えられる e

6
 

Q33 

苓
ふ 1.966 

表 2I 

し
J

地

年 生産贔，＇
-- ---- ---

1960 2,460,117 

1961 2,283,112 
1962 3,242,940 

1963 2,357,759 
1964 3,768,628 
1965 2,282,836 

19G6 3,005,383 

(Dept. of Agriculture) 

ィ。/トネシアにおけるとうもろこし収穫面積，

ha当たり収最 (1963~65年乎均）

ー！
l収穫面積 (tta)

トラの

太｝

名

もろこし.. .. . . 

生産高 (t合")t ,.,"当
I ( 

ぅ
戸

1、 WestDjawa 

2看-

ふ間id-Djawa
4. D. Is .. Jogjakarta 
C~ ;; . },ast 

6. Atjeh 
7. North Sumatera 
8. West Sumatera 

9. 
10. 
11. South 

しー 一 、一

12. West Kallmantai1 
13. Mid-Kalimanta氾
1士 SouthKalimantan 

15. East Kalimantan 

173,868 
1, 185 

653,387 
33,325 
1,272,297 

212,760 
2, 251 

664,789 
32,357 
1,163,709 
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2, 336 
37, 418 
5, 7:39 

2,664 
cl, 040 
50,258 

0. 84 
1. 26 
0. 31 

0. 72 

1. 79 
。.82 

8

6

9

1

 

5

1

6

9

 

1

9

6

5

 

9

9

9

9
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3

 

2,726 

5,483 
4,030 
2,474 

6

1

6

9

 

6

9
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6

 

．
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t
 

0

0

0

0

 10ぎ， 256

31ら， 311

104,259 
314,480 

9

0

 

9

0

 

O

L

 14,535 

295 

Djawa 
Outer provinces 

Tma> '.~, 876,213 

15,158 ! 1. 04 
265: 0.90 
---・ ー・ ' . 一''' -

40, 901 I ， 1. 10 
37, 685 ! ＇ 。.79 

＇ 

100,620 i 0. 79 
．~、,,,,,,一.....—•—・'ヽ•一ー·! ・・・・、''

2,075, 86G , 0. 97 

72D, 536 , 0. 98 

2,805,402 0. 98 
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¥
 
方る (占種として表 22 栽培

Jしている

イント了／／＇におけるとうぷろこし品種

品 種

Warangen 

h
弔
9
:
 

Duration of 

考

lVIenado Yellow 
East ,Java Yellow 

Central ,Java White! 
Malin ! For low areas 

For low areas 
Ristar Yellow i For high altitude areas (above 700 m) 
Kania White : For high altitude areas 
Perta ! Special varieties originating from Latin 
Metro , America havi.ng a growing period of l10-

Harapan I 120 days and producing from 2. 02 to 2. 63 
tons per acre、

(lndorwsia Export Product, tllaize) 

インドネシアの気候は

熟帯海洋性気候に属し， l年を通

してけとんど変化がない。降水鼠は季節風の

影聾で地域により大差があり，ジャワでは一

般には西より東に向うに従って乾期と雨期の

差がはっきりしてくる s

土壌はカリマンタソ，スラエヽンの水成岩を

母材とする土壌とスマトラ，ジャワなどの火

山噴山物からなる上壌に分けられる。火山噴

出物の大部分は安山岩からなり，肥沃な土壌

を形成しているのに対し，水成岩を母材とす

る土填は極めて附薄である。また乾期と雨期

の明瞭な地帯は Latoso}とRedYellow 

PodozoEc soil が，はっきりしない地帯

は Regursoils と Red-Ye且OW

!¥Tedi.terrane,rn soi.lsが広く分布する"

こ

ろこしの

母材による 差はとう

にもあらわずしており， ゾヤ

灼、、

~
 

如

冒[鉛m m 
D”
醐
冒寧 -3000~ 4000 4000( 

二
1 

mm 

~3 5 -

でヽ ・200~40V -'1-00~600 600〈

図 5 ジ心ワび降水菫



の高い人口密度は安山岩に由来する高い土壇生産力によって生じたともいわれている。

イソトネシアにおけるとうもろこしの病害については梶原氏の詳細な調査があるので，病名のみ

をここに引用させていただく。

表 23 イソトネソア（ジャワ島）において発生が認められた

とうもろこし， ソルコーの病害

（英名および和名） 病匝菌学名
--—-、- ! -------- ------—- -
Maize (トウモロコ~ン） Zea mavs 

downy mildew (へと病） Sclerospora maydis 

nortbern leaf bli廷ht・Trichornetasphaeriaturc1ca 
(Helminthosporium turcicum) 

southern le直 spot• Cochli.obolus heterostrophus 
（こ、さ莱枯病） (Helminthosporium maydis) 

common 1・ust (さび病; Puccinia sorghi 

southern co1・n rust Puccinia polysora 

corn smutく黒如病） ! Ustilago mayd1s 

Penicillium ear rot , l'enicillium sp. 

い『かび病）
I 

Fusarium car rot Fusarium sp. 

（赤かび病） ！ 
I 

Kabat.iella leaf spot i Kahatiella zeae ? 

膚斑病） ? I 
Sorghum (モロコ 1/) Sorghum vulgare 

Gloeocercospora I Gloeocercospora sorghl 
leaf spot Cひょう紋病） 1 

leaf spot (紫論病） I Cercospora sorghi 

採集地

Bogar, Pudjon, Bedah, 
Dlanggc1, そ心他

Bogar, Pudjon, Dlanggu 

Pud.1011 

Bogor, Pudjon, BE'dali 

Dlanggu 

PudJon 

Bogar 

Bogor 

Pudjon 

!Vluaro. 

Medjasar1 

（インドネシア， フィリピンおよび台約における畑作病害とくにトウモロコンの病害調査報告書 梶原敏宏博士）

害虫については小林氏の調査があり，近日中に OTCA 調脊報告として発表される予定である

が， ご好意により害虫名のみをここに掲載させていただく。

ニおよび Lampung 地方のとう見23::ふ1雙き東部ジャワはインドネシアにおける代
表的なとうもろこし地域で，全国とうもろこし栽培面積の約 40 %を占める。 Malangはその中

心であり，平均気温は年中 25℃ ~ 2 7℃位，乾期と雨期が明瞭に分かれている a 当地方の土壇は
褐色を星し比較的肥沃なようである。 Bra,vicljajaUniversityの Sugijanto氏（岡山大学農学

部，北大農学部修士課程卒）によると，燐酸吸収係数は 1,50 0~2,0 0 0 で，高冷地のリンゴには

ホウ素欠乏症がみられるとのことであった心

作付体系は降雨量の分布によって支配され，とうもろこしは雨期を中心に年 ]~2回栽培される。

とうもろこしを中心とした作付体系は corn-corn - rice or soybeans, corn -rice 

-rice -cs, その他第 1期作の cornのあとには野菜，大立などが自由に作られているようである c

またとうもろこしと他作との混作も広く行なわれている,,第 1期作は最も重要な作期で 9月~12 

月に播種し， 1 2 ~ 3月にかけて収穫する。また第 2期作は 2~5月に播種， 5 -~ 8月に収徳する。

第 2期作のとうもろこし栽培面積は第 1期作の約％程度に減るそうである。
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表 24 イノト*シアにおけるとうもろこしの丁要害虫

芋 矛且 英9,9f 

-------集'---—---------

Valar1ga sp, ノテイナゴ"近似 豆jakarta.

Kezara viridu Linneミナミアオカメムン Sompe, Bandung Baru 

(Southern green slink bug) 

Fcregrinus maicli.s Ashrneadトウモロコシウンカ Sidrofur, Singalag, ぇ農楊， Ranclung Baru, 

, Corn plant hopper J Sidodadi 

Rhopalosiphum maiclis Fitch トウモロコンアプラムン Jlonjang, Jamansari, lllitsugoro農場

(Corn le孔faphid) 国 nclarDga;ja, 入ambah Dacli, Sidrofur, 

Singalaga農場

Silotroga cerealella Oliverパクガ ::.oropaclan農試

(Angoumois grain moth) 

Ostrinia furnac alis Guenee Tワノメイガ Danjang, Jamansari, Surdjo, Hedpsari, 

(=O. nubilalis Hubner) (Oriental corn borer) l¥Talang, Tarnanlogo農試， BandungBaru 

Cnaphalocrocis medinalls 

Guenee コプノイガ (G1・ass leaf roller) 

Sesamia inferens Walkerィネヨトウ
(Pink borer) 

Surdjo, l,edjosari, Telle, Sompe, 

:¥I』kassar,1litsugoro農場， ]';ambahDach, 

Sidrofur, Singalaga農場， Sidokar10,

Tegineneng種場， BandungBeru, 

Pengaturs, Tjampurasri, Donomurjo, 

Sidodadi 

Redjosari, Telle, Sompe 

He licoverpa (• Heliothis) 
assulta Guence タベコガ

Danjang, Jamansari, Surdjo, Tello, 

(Oriental tobacco budworm) Sompe, "¥Titsugoro農場

Spodoptera (0Prodenia) 

litura Fabricius , ヽスモンヨトウ (Tobacco cut worm) 

Triboliurn castaneum Herbstコクヌストモドキ

Sitophilus zearnais Motschul-
sky (=Calandra oryzae) (Rice weevil) 

コクゾウムシ

Atherigona exigua Stein 

Semarang, Redjosari, Sindjac 

Pare Pare1'"庫， Singalaga痰場

Surdjo, Redjosari, Pare Pare鱈~，

Mitsugoro農場， Slngalaga, Tandjung 

Karang, 

Malang, Mitsugoro農場

（インドネジアにおけるとうもらこしの虫害および病害小林尚博士）
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図 6 インドネシアの地図

East Jawa 
0 OTCA プロジヱクト地区
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こふ—
一衣

,Vtonrh 

1 
2 

3 

4 
巳

ti 

7 
a ， 
10 
11 
12 

東部ン ワにおげる月別とうもろこし栽培 品種は生育日数の ¥70--90 

A.rea acres 

649,409 
499,617 

435,757 

127,086 
101,433 

165,268 

140,331 
147,195 
J 30,580 

81,030 
81,613 

306,051 

2,865,370 

日）在来種か各く，収鼠は 0.7・-lOt,:ha 

Productiいい~ と低い 現在当地万で奨励これて.し＼

（且1etrictons) 品種は ffarapan, Kご・etek,

230,408 
77,248 

154,605 

4ふ081
35,D81 
58,618 

67,317 
:32, 320 
46,329 

28,, 749 

28, 955 
108,580 

PS 42 Cあるが， downy n旦dew

に対しては Kn,tekが僅かに抵抗性

を示すほか極めて弱し＼栽培法は一定

しないがとうもろこし単作の場合は播

種量 25Kg/ha,畦幅 80 cm, 株間 40

叫 4粒点播で，発芽不良，害虫の食

害などの障害と間引きにより最終的に

は1株 2本立とし， 60,000本/ha 位

の栽植密度にしているようであるa

OTCAではこの栽培法に尿素 20OK, 

―-----------~/ha, TSP 80K1/ha の施肥をして，
1,034, 101 

最高 5t/haの収贄をあげている。収

（国onesiaExport P四）duct,'Vla加） 穫時の子実水分は 28~32佑で，一般

には日干を行なっているが， OTCA 

ロンェクトでは農協単位で乾燥機を設備して， 日十と人工乾燥を併用している。

この地万のとうもろこし栽培の般も人きい障害は downy mil.dewの被害である。私の訪問し

た 1月下旬は第 1期作の収穫期であったため downy mil.dewに罹病した幼植物は観察すること

ができなかったか， downy mildewにより圃場の向う側まで見通せる程多数の欠株を牛じた圃場

か見うけられた．イノト不シアにおけるとうもろこし downymildew の被害についての統計数

字は明らかではないが，梶原氏の謁査によると雨期に入って幡種したとうもろこしは 85 %が罹病

枯死し，欠株になったと報告されている。 downymildewの発生は降雨と密接な関係があり，雨

期に入る前にある程度の生育鼠が確保されておれば被害が軽減されることが明らかになっており，

雨期前の 9 月中旬に 1~2 叫雨か降ったら， 1週間以内に播種することにより downymildewを

ある程度回避することができるようである。また OTCA調査団の downymildewに関する現

叫試験によると．エムタイファ 3 サキカレ 1/T 1sなどの薬剤がある程度の防除効果を示すことが報

11;, されている。 しかしこ戌らの知見は雨期の始まりの年次変動が大きいこと，薬効が一定しないこ

となどにより実用技術としては間題かあるようである。また抵抗性品種についても系統および品種

間の比較試験か行 ~i: われて比較的抵抗性を示す系統，品種として，台湾の 2028--2, イントネン

アの Kr-etek, 1101, Perta (Bo)があげられているが，耐病性をもつ実用品種は育成されてい

ない凸このように downymildew は JVIalang 地区のとうもろこし増産のボトルネックであ

り，早急に解決されねばならぬ問題である。

南部スマトラ Larnpung地方は東部ジャワと異なり，広大な耕作可能な未利用地を持っている。

はオラソタの統治時代からジャワ人による開拓移民が行なわれてきたが，

ゃ Mitougoro による大規模なとうもろこ が行なわれるようになり，イント

ネ，，アにおける具業聞発のボrンシャルの妓も高い地域として内外から期待されている a
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地 低湿地，

には水田が広が

ャヘッなと

物か先住民v)

低也

，水利乞

混作

のまぶ

てしなく続いている

太加され，低地（］）道路沿いやオ

ころは畑地臀として控稲

れている0 また丘陵地帯には :::iJ., 

人によって栽培されている しかし~

た焼畑跡地の 2次林' 3次林や

岳iし

され，ており，

ス
ノ ろ

ーヒ

ダ時代＇こ

，大豆さ

ペッ ,Z

地方

られた

甘藷，

など永年｛乍

は哀た原野，

の草原か果

地方の平均気品は年間を通じて殆んど変化なく，最高 32℃，最低

差が l0℃にも逹し，人間の生活にも作物の生育にとっても極めて恵まれた条件にある。

間 2,00 0~3,0 0 Orn切で 5~ 1 0月が乾期， 1 1月から 4月が雨期であるが 8月を除いては乾期で

も月間 50 mm程度の雨かある。士壌は沖積と山岳部の一部を除いては酸性の火山噴出物からなる

で，土層も厚く，透・保水性の良好な埴土あるいは壌上である。

農場の土壌分析によると作土は中性に近い火山灰で塩基置換容量は 15me,/100g,

有効態燐酸 0.46 mg/ 100 gと化学性は比較的良好である。

2℃ と日較

は年

の

0. 3 7 % 

表 26 Lampung州 l¥!Iitsugoro Djabung 農場における土壌分析成績書

------r ― ー一 、 I -
PH 置換酸度l
i KCl I H20 ! (Y1) I 

！ 

作土I4.5! 5.5 I 2.5 f □ 4. a I 5. 7 j Lo  I 
二 m戸¥±-1直疇

Caome / ! OOg~ 門一15'omeIi oog[me Ii oo月 。゚ ロ
I 
2. 75 115.19 47. 7 i 4.10 

J—-~~-~-一 l□0~~Ls_~: 5 J 1. 60 

置

4.50 

2.75 

全窒素
，有効態 I有効態
1燐酸 1 加里

［ 

' 匹I , 
I 

mg 

I 
100g /1oog 

I 
: 0ぶ :37 I o. 46 i 25 
I , 

二 I0. 05 i 5 
·•·········.. 

of 
;O 

Lampung州の主要 1年生作物の栽培面積， 生産量， 収巖を示すと表 27のようである。

表 27 Lampung州作物栽培面積， 生産量? 収量， 1 9 6 8 
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ただし，水，陸稲生産量および収鼠は PAD! Lampung 農築開発の大要と基本調査について
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Lampung地区の 1年生作物は雨期を中心に栽培され，雨期の始まる l 2~" 1月にかけて擢種

し，雨期の終る 4~ 5月に収穫する。一般に無肥料栽培て‘，収鼠は水稲 1o ~ 1. st/ha , 陸稲

o.5~0.7 t/ha , とうもろこし 1.o t/ha 程度であるか，栽培技術，病虫害の防除により 3倍位

の増収は容易であるといわれている G

1月30日から 2月2日までの 4日間Mitsugoro農場を見学した。 Mitsugoro は日本の主

要飼料として輯入されているとうもろこしの安定供給を確保し， Lampung 地域の農業関発に

資する目的で，当地における日本企業進出第 1号として，三井物産が現地協同組合のCosgoroと

提携し，三井物産は資金と技術を，現地側が土地を提供する合弁事業として 19 6 8年 6月に発

足，同年 11月入植， 19 6 9年には 2o o haの第 1回試作を行ない， 19 7 1年 1月現在では

第 1農場 (Sribhawono)1 O o ha, 第 2農場 (Labuhanmaringgai) 5 o o ha, 第3農場 (Djab叩

ung) 1, o o o haを経営中である。また自家生産のほか周辺農家よりとうもろこしの集買も行なっ

ており，乾燥機や集荷方法の改善により．華僑の集買価格より高い値段でとうもろこしを買付け

ている。

開こん前の Mitsugoro農場は再生林の混在する Alang-Alang草掠でトラ，二、ンキヘヒ，イノ

シ、ンなどの棲息地であったそうである。第 2農場長吉川氏の話によると第 2農場の開こん過程で

トラ 3頭，ニシキヘビ 2匹，イノシシ l9 0頭，その他、ンカ，サル多数が捕獲されたとのことで

ある。

Alang-Alangはちがやの一種で，地表下 12 ~ 1 5cmに地下茎を有し日光の直射を受ける伐採

跡の裸地に蔓延し，日蔭，湿地には弱いが焼畑を繰返した平原地帯には最初に発生して，地力に

より 1~2mの高さに繁茂する永年生雑草であると下川氏は述べている。また再開こんに当って

はこれを焼き，根株と地下茎を含めて取り除かねばならす，根茎除去は従来人力による開こん作

業中最大の難作業とされていたが，最近注意深い機械開こんを行なえば (brushbraker とbot

tom plowを用いて地下茎をその下方 3O cm 位から反転し乾燥を待—て， disk plow を2回か

け，根茎を切断し，ただちに作物を播種すれば雑草の再発芽が弱り作物がこれをおさえるので）

さほど経費時間を要しないで有利に征服出来ることが立証された。 Mitsugoro 農場においては

機械開こんの場合は林地の伐採，伐根の場合よりも蓬に有利であると強調している c

Mitsugoro 第 1農場の第 1期作 (IO ~ 1月）の平均収量は約 3t/ haであるが，肥沃度の

高い場所では 5.5 t/haを越しているとのことであった。第2, 3期作の収星は第 1期作に比べて

若干減少するが，周辺農家の収量 1t/haに比べると，その高収は目をみはるものがある。品種は

Metro籾音法は機械の効率的利用の面から畦巾 Im'株間 4o cm程度， 1株 2~3本立で60,000

本/ha位の栽植密度を採用している。施肥最は尿素 1o o Kg/ha (基肥 50 , 追肥 50),TSP

soKq/ha, 各作期 2回の薬剤散布を行なっている。作業方法は耕起作畦をトラクタ，播種を人力，

除草を機械と人力，収穫を人力によっており，農繁期には 30 0人／日の現地労働者を屈うそうで

ある。目下のところ現状程度の収量を生産するのには大きな障害はないと考えられるが，第 1期

作にゴマハカレ病，ススモン病， Cercospora I eaf spot? が発生していること，第2期作に

borer 類がかなり発生するとのことであるので今後とも注意深い観察が必要である。

第 2農場は泥岸に沿った矩形で中央に沢が 2本流れており，土壊は砂質で季節による土壌の乾

湿差が大きい。そのため沢は雨期には水田として利用し，乾期には落花生ととうもろこしを作付

している。また畑地は乾期に落花生とクロタラリアを，雨期にとうもろこしを作付して土壊の乾
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観はスマトラの Corn といえそりであ点） 3 収鼠はま戸第 l襲場にわ、J::はないが：←壇も肥〗

とからとうもろこし化産に閾して 3農場中最高の条件をそなえているとい，{?,'.,。 Mitsugoro

はこの農場を甚幹農場としう機恢賂伽［場，乾燒施設の充実をはかっズいるぐ

このような地域の生態系を変えるはどの単、作物の大規模栽培は が進むに1亭って，い

ろいろ が発生することが予測されるか，当面注息せねはならぬことは病虫害 と土

壊肥沃度の低下であると考えられる。幸いにしてインドネンアのとうもろこし栽培において最も

恐ろしい病害である downy mildew の発生はみられていないが，第 1期作にはコマハカレ病

ススモン柄， Cercospora leaf spot? の発生がみられること，また第 2期作には dorer 類

が多発することは今後のとうもろこし生産の大きな障害になることも予愁されるのマ．早急に対

策を講じる必要があると考えられる。また土壊肥沃度についても子実以外の枠葉残治を土壊に還

尤しているため．現在のところその低卜は認められていないか，マメ科作物の導入なとにより地

方維持に努めることが肝菱であると考えられる。

Mitsugoro はこのようにこれまで放棄されていた末こん地を AlangAlangを克服すること

によって沃野とし，なかば自給経済に依存していた周辺地域の開発に大きく寄与し，その成果は

内外に高く評価されている。アシア開発銀行の嘱託として 2カ年間 Djakartaに駐在し，イント

ネシア農業顧問の職にあった京大本岡教授は，イント不、／アの農業開発はます Lampung にお

ける Maize の主産地開発として日本が進出すべきであると唱えている。またイントネヽ／ア，世

界銀行，アシア開発銀行閃係者もイントネシアにおけるンャワ島以外の農業開発事業としては

Lampung が第 1のホープであり，日本の資本，技術援助を期待している。

調査日程表， 1971年 1月8日~2月4日

（時刻はいずれも現地時間）

1月 8日（金） I 羽田発 14.20 
Manila着 2 0. 2 0 松下書記官の出迎えを受ける。 (Manila泊）

1月 9日（土） 1 卜部大使，山崎参事官に来比の挨拶，フィリピンの一般情勢について説明を

受ける。松下書記官と日程の打合せ，午後松下書記官の案内で Manila市内

を観光。 (Manila泊）

1月 10日（日） 1 松下書記の案内で IRRI 在勤熱帯農業研究センター［在外研究員金田忠吉氏．

大野芳和氏を LosBanos に訪問し，懇談する。

夕方 The Seventh恥 er-AsianCorn Improvement Workshop事務局長

Dr. V. R. Carangal 氏の出迎えを受けて ContinuingEducation Cen 

ter に投宿 (Los B印 OS 泊）

1月 11日（月） The Seventh Inter -Asion Corn Improvement Workshop 

(8.00~17.00)。

フィリヒン大学副学長および農学部長招待晩さん会。

Dr. C arangal と在外研究の能否について第 1回目の協議を行なう。

(Los Banos泊）
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と在外研究の能否

Los Banos 

l 4 （木）

1月

l月

5日（金）

1月 16日（土）

1月 17日（日）

8日（月）

1月 2()日（木）

］月 21日（木）

1月 22日（金）

1月23日(±)

1月 24 日（~日）

1月 25日（月）

0 .. l 2. 0 ())り

ぶ')::.学農学部見学ぅ

第2回目の協議を行なう。

午前且rnr見学、」
丁heSeventh Inter-Asian Corn Improvement 

フィリ

(1 4ど00-2 L3 0),. 

9『heSeventh Inter-J峠 ianCorn Improven1ent 

Dr。(8.0 0、、l7. 0 0) 

て
沼
＇

、

白

し

y
j
i

ついて最終協議を行なう e

Los Ba五OS 出発9.0 0 

1 5. 0 0 OTCA 

2 0.0 0閉会式。

について説明を聞く。

中心張新吉分場長，

Bank小林英治氏と懇談。

Manila発

Cebu 着

畑作地域見学。

発

Cebu 

Cebu 

9.。I)

Manila 

1 5.1 5 

l 6.4 0 

l 6.5 0 

1 8.3 0 

Manila へ向う。

会いインドネ

Los Banos 

と在外研究の能否に

Los Ba和OS 泊）

のとうもろこし事情

(Manila 泊｝

浦野博土と懇談。夜 AsianDevelopment 

Manila 泊）

Cebu 

Manila着

Cavite地方の畑作農業を視察。

同行で植物産業局を訪問次長

Baguio Agricultural Experiment Stationの

研究の能否について協議する。

ト部大使招待昼食会。

発 19.3 0 

着

見物。

Singapore 発 l3. 1 

Djakarta 着 1 5。30 杉本書記官の出迎えを受ける。

杉本書記官招待夕食会， OTCA東部ジャワ州とうもろこし開発協力事業の

小室団長，清水氏およびハイテオ所社長同席0

杉本書記官，小室，清水両氏と日程打合せし

資料整理，休養J

杉本甚記官同行で農業総局長 Sadikin氏を訪間，熱帯

介を行ない，在外研究の AJ能性について協議する。

Djakarta 発

Manila 

Manila 

Castillo氏および

Ancheta 

泊）

泊）

泊）

泊）

氏と在外

2 2.0 0 泊）

Djakarta 泊）

Djakarta泊）

泊）

の紹

l 3.0 0 
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1月 平簿：、上の 地いのと も 見学 3

氏（北栂遁大学修J:

戸errnaki り事情聴取3

l¥falang 、,ヽI口,_2 , ＼ 

l 2 7日（水） SurabaJa 発 14.4 0 

Djakarta着 6,3 0 

大使館で 地区の およびしampung 地区 打合

せ。 Djakat'ta泊）

l月 28日（木）

1月 29日（金）

1月 30日（土）

1月 31日（日）

月 1日（月）

2月 2日（火）

2月 3日（水）

発 Bogorに向う。

OTCA西部ジャワ食糧増産プロジェクト菅生数馬団長同行で Central

Research Institute for Agriculture を訪問，次長 Dr. Siwi氏，

栽培部長 Satoto 氏に熱帯農業研究セノターを紹介し， とうもろこし担当

Effendi氏の案内で実験室，圃場を見学。

菅生氏の案内で MuaraTraining Centerを見学。 ( Bogor 泊）

菅生氏の案内でNHKが東南アジア農業番組を取材中のチヘアモテル地区を見

学。

Tjiancljur地区農業改良普及所および精米所を視察。 ( Bogor 泊）

菅生氏同行で Central Research Institute for Agriculture を訪問，

所長 Dr. Iぃ B.H. Go 氏と在外研究の能否について協議を行なう。

Bogorから Djakarta へ向う。

Djakarta発 I3.0 5 

Telukbetung 着 14.0 0 

Telukbetungから Mitsugoro 第1農場 (Sribhawono) へ向う。

（ジ一~ プで4時間）杉本書記官，海外経済協力基金 Djakarta 事務所長下村

章氏同行。

Mitsugoro太田社長，山口農場長の説明を受ける。 (Sribhawono泊）

Mitsugoro の Sribhawono, Labuhanmaringgai, Djabung 各農

場を太田社長，山口， 吉川，落合の各農場長の案内で見学シ

度見学。

Labuhanmaringgaiをたち

Telukbetung発 14,2 0 

Djakarta着 15. l 0 

大使館でイントネシアにおける

(/) で

Labuhanmaringgai泊）

Sribhaw-ono両農場を吉川，山口農湯長の案内で再

Labuhanmaringgai泊）

Telukbetungへ向う。

結果を報告 C

市内を見学へ

）

）
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日

日

i

¥
刃

J
t

-43 -



2月 4日（木） 発 8.2 0 

羽田着 2 12 5 

資

1ユ フィリピン＇， イソトネシアにおける農業関係

試験研究事情調査報告書，昭 42 

2 イ／ドネシア・フィリピンおよび台湾における畑作病害（とくにトウモロコシの病害）調脊報告

昭 44 

a 海外技術協力事業団，イントネシア農業研究協力予備調査団報告書，昭 44 

・t イン~ ドネツア農業研究協力実施調査団報告書，昭 45 

5. イソドネシア東部ジャワJ小1とうもろこし開発協力巡回指導班報告書，昭 45 

6. イント不シア東部ジ~ ャワ州とうもろこし開発協力事業昭和 43年度年次報告書，昭 44 

下川善之， LAJVIPUNG 農業開発の大要と基本調査について

8 畠山久尚，アジアの気候，古今書院 l 9 6 4 

，。 外務省アジア局南東ア；ァ第 2課， フィリピン事情，昭 45年

10. DEPARTMENT OF TRADE -REPじBLJCOF'INDOJ¥'.ESIA, DIRECTORATE GENERAL FOR 

:VIAHKETI'¥G &. CO:V!l¥IERCJAJ, DK¥'ELOPl¥IEKT. Indonesian Export Product, :¥Taize 

11. Department of Agriculture and Natural Resources, Republic of the Philippines, Experiment 

Station, 1963 

12. Department of ,¥gricullure a叫 KaturalHesources, Republic of the Philippines, The Phil1pprne 

.Journal o『PlantIndustry, l ¥)7 0. 

l 3. Department of !¥griculture and Natural Resources, Republic of the Philippines. Annual Report, 

1969 -1970 

14. College of Agriculture, Dniversity of the Philippines, Recommends for Corn, 1970 -71, 1971. 

l 5. The Intensified Corn Production Program, UPCAじplandCrops NEWSLETTER, 1971. 
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第7回 IACIW 会議 とうもろこし Downymildew 

UPCA 圃場見学 Cavite地方の混作風景

Cebu地方の楕薄土壌 Malang地方の Downy mildewによる欠株
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イソドネシアのとうもろこし品種

イソドネシアにおけるとうもろこしの

自家貯蔵

Mitsugoro の落花生

イソドネシアにおける頂部不稔雌穂

Mitsugoroとうもろこし乾燥庫

Mitsugoro Dj abung農場
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